
藁

｛　皿，．一

轍
　直『

、

941

しりがわゆへのなノヤしのヘロけむノヘチヤらノヘげなサぬげヘノゆゆヘノハヘゆサよゆへのゆあノヤひがわの　　ゆげへゆいヤゆヘサヘヘゆむリヘげ

上《　　　　一　．．　　　　　　　　　　　　・・　啄
｛　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　《・
”　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　く
ゑ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

《　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
一《　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　気

1　　　書　　評　　　　1
唱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ
ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　《
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、《
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　ロ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケ

‘、　　　　　　一　　　　　・　　　　　・　　）
、幅西漕軸＾・・｝㌦繭齢《軸｛・～｛・へ’｝一毎一酬～｛けへ＾隔｛’・㌔｛』ハー鰍晒囎’駄・㌔｛一一㌫

．．　Mete・r・1・gicallnstruments・　　　一li
辮．一’　　WE・Kn・wlesMiddlet・n・AF・Spilhaus共著ii・

　，　1：　（TheUniversity・fT・r・nt・Press・　．ii

　　　　．し＿雲？三？、鵬』照窪醜第微㌧＿』．誰

曙　　この本に，W．E．K．Middletonが，トロソト大学で行

　　　　った講義をもとにして出版したMeteorological　hstm－

　　　　ments（1957年改訂第2版）に，A．F．Spilhausが，・

　　　　今度の戦雫によって，急速に発達した新しい器繊の説明

　　　　を，追加したものである．

　　　　　最近の気象器械の進歩はめざましい．レーダーを使え

　　　　ば，広い地域の降水量の測定や，高厨風の敏速な測定が

　　　　でき，シーロメーターを使えば，雲の高さを正確に知る

　　　　ことができる．特殊の目的には独特の構造の気象器械

　　へ　が，数多く作られている．本書によれば1このような動

き、♪，　　向が，よくわかる．　　　　　　　　　　　　　　　　’

　…　　本書の総論では，気象器械の特性についてのべている1

　　　　・が，計測技術の進歩した現在では，気象器械と，他の計

、．　　測器械との相遠は，次第に不明確になり，むしろ気象器一

　　　　械14は，まだ偏移法を使ったものが多いのに対し，他の

鉱　　　計測器械は，零位法を使ろ傾向にある点ゐ方が注目しな

　　　　げればならないと考えられる．

　　　　　気圧，温度，湿度および地上風0測定の章は，．従来の

　　　　気象器械についてのべたもので，温度計のおくれ，バイ
　　／
　　　　メタルの理論などが詳しい．降水，蒸発の測定の章で

　　　　は，レーダーによる降水測定に，かるくふれている．高

　　　　暦風測定の章では，気流経緯儀と高暦風計算板について

　　　　くわしく読明した後，レーウィソ，レーダーおよび自由

　　　　気球による高暦風測定について紹介している．雲の測定

　　　　の章では，測雲器，雲鏡などのほかに，シーロメーター

　　　　・，スヘリックス，電波を使弓雲の測定について読明して

　　　　いる．日照計の章では，カソベル日照計，ジヨルダソ日

　　　　照計などのほか，マーピソ日照計，バイメタル自記日射

　　　．計についてのべてある．高暦観測用測器の章では，各種

　　　　中ラジオゾソデについて読明した後，ラジオゾソデの特

　　　，殊な使い方にふれ，高暦気象計，電波による高層観測の

　　　．將来性について論じている．飛行機観測用測器として，

　　　　．光電管式露点計のほかに，温度計の補正に対する，寺

　　　　田，山本の有名な論文が紹介されている．特殊気象計の

　　　　章では，移動気象計，携幣気象計と自動気象観測所の例

　　　　お1よびその將来性について，著者の見解を述べている‘
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　図は特に断ったもののほかは，著者の原図で1フリー

ハソドの所も多ぐ，一種の風格を備えている．言己述は明

解で，気象器械の取捨も当をえている．数式は最少限に

≧めてあり，，これをとばしてよんでも，差支えがないよ

うになっているので，気象業務に従事している人達だげ

でなく，気象に興味をもち，気象を利用する人達にもわ

かり易い入門書である．

　難をいえば，古い気象器械の記述は詳しいが，新しい

気象器械は，その効果を簡単に読明しただげで，我々が

知りたい気象器械としての原理，特性などについては，

軽く通りすぎ宅いるのは，現在の段階としては，やむを

えないかも知れないが，物足りない感が深い．

　最後に著者臓，この本で紹介した気象器械だげでな

く・気象資料の牧集ジ分i類，撰択，解析など気象事業全

般の機械化に用いられる一環の系統を，Complete

Weather　Ins㌻rU田entとし・そのあり方について講論．一

している．それは，（1）気象を利用する側の要求が深刻

となり，速さと正確さを求めている．（2）気象業務はそ

の性賢止・嫉げしいピークを俘って、》るが，このよろな

ピークには人聞は耐えにくい・（3）利用できる気象資料

が，極めて多くなったために，人聞の解析能力の範囲を

でてしまった．などの理由で，気象業務全般の，有機的

な機械化が要望されていることなどである．

塞本書が再び改訂されて，Co7nplete・Weather　Instru門

mentを誇らかに解読する日が早くくることを，読者と

共に期待したい．　　　　　　　　　　　（河野）1

黛難鷺羅葦麹無滋1
　新制中学：を対象とする「樂しい理科致室」め一班であ

る．気象観測は他の観測とくらべで比較的地狭な骨の折

れる仕事で1測器もクラシカルなものが多いので，この

種の書物は一見するといつもマ×ネリズムにおちいって一“

いるよろな気持がする．

　この書物も目次だげでシステムを見ると類書と同じも

の砂よ弓であるが・．ゆっくり1ぺ一シずρよんでみると

各章ごとに器械の原理から読き起し，具体的な細力・い取

扱いに至るまで注意がゆきとどいていて，これ1冊あれ．

ば新制中学や高校程度の気象観測は十分できるよろであ

る．

　第2章の目覗観測から，第9章までそれぞれ気圧，温

度・湿度，風，雨，雪，日照の観測につ心・て蓮べ，第⑩章

lD気象器械の較正は著者の專間である気象測器の橡定に

ついて4ぺ一ジほど読明している．、自分の專間の仕事は

面白く書けるものだから，この章ほもっと遠慮せずに10

ぺ一ジ位書いてほしかった．このくらいのぺ←ジをさい

ても，仙の章とバラソ』スがとれなくなるといろことはな・

いと思弓．（表紙3へ続く）．、

ll禾気然τ」3



　　　　（30頁よりつ父く）

　　　　第11章新しい気象器械の説明ではプ・ペラ型風速計，

　　　ラジオゾソデ，レーウィソ，レーダー，シーロメーター

　　　の原理が一応設明されている．各章とも図は多く，著書

　　　の原図が多い．ただしあまりじようずといえないものが

　　中にはあり，改版のさいにはもっとスマートなものにし

ト
、　　てもらいたいと思5ものも二三ある．

　　　　　　　　　じ　　　　第12章かんたんな気象器械の作り方は気圧計』湿度

　　　計，風速計，雨量計についてのべてある」この中でボイ．

　　　ルの法則を利用した気圧計は著者の考案で，学校の工作

　　　の教材としておもしろいものと思5．

　　　　附表は観測結果を較正，換算するためのもので実際家

　　　には便利であろろ．

　　　　最後に評者の希望を述べれば観測した結果の表示，そ

“鍵1潔濃叢鵡総羅1ξ講
　　　に活用することのできる良書といえよろ．　　（N）

ビキニ水爆実験調査について

大　塚　　龍　藏

　　1954年3月1日より5月上旬にわたり，米国により

　一蓮の水爆実験がビキニ環礁において行われた．各方面

　からの情報によって，3月1日以後，3月26日，4月

　　6日，4月26日，5月5日前後の計5回程，実施され

　たことが推定される．このうちとくに3月1日のものは

　第五幅龍丸被災事件をおこし，内外に一大反響をおこし，

　世界的な水爆禁出蓮動にまで発展している．3月1日の

　実験が始めて報ぜられたのは2週間後の3月16日であ

　　り，翌17日より気象資料の牧集に着手し，調査を開始し

　た．3月1日の実験は日本人船員の悲惨な直接体験によ
毎って，錨の状況が，かなり詳しく報ぜられたので，これ

　　らの資料の牧集，整理を行い，水爆の影響高度を算定し

　た所，少くとも25km以上に達していることがわかっ

　た．　（外電によると27km叉は32km以上，あるい

　は40mk位）．このため対流圏のみでなく成厨圏め風

　についても調査する必要がおきた．「3月1日のものにつ

　いてはできるかぎりの観測データの牧集に努め，南方高

　暦観測，点（クサイエ1トラツク，ポナペ，クエゼリソ，

　エニゥェタック，ガム，ウェーク，マーヵス，硫黄島）

　のデーターによる上層風のタイム・クロス・セクショ

　ン，断熟図，飛行機観測データーも併用してめ各高度別

　流線図（850，700，500，300，200，100，50mb），ピ

　キニ附近上層気流図などを作成，この他地上，高暦天気

　図を用いて一連のシノプティック，アナリシスを行っ

　た，その後の実験のものについては，上層風のタイム・

　　クロス・セクショソのみを作成し，この実験期間におけ

る低緯度地方の上厨風の垂直構造を明かにした．（この

期間に得られた観測は27km高度にまで達している）．

上述の資料の作成には予報課の島田健司氏が非常に骨を

おられた．個々の場合の上暦気流の状態および友の拡散

の計算にづいては気象集誌および中央気象台研究時報に

発表されることになった．調査の結果，低緯度地方の上

暦風の垂直構成はFlohn（1950）の理論的結果とかなり

よく一致しているが，実際の観測結果は，さらに詳細な

構成を示しており，下厨偏東風，偏西風，上厨偏東風み

各風系層の出現高度，その厚さ，ト・ポポーズ近傍の風

の状態，最張風暦の高度などの変化が，かなりの輻をも

っていること，クラカトア火山の爆発当時推定された非

常に大きな速度をもった上厨偏東風の存在が明瞭に観測

データーに現われていること，偏東風の流れが北赤道

海流の走向に類似していることなど，有住氏がStokes

Scheimidt等の式から計算した結果では牛径0．05mm

の原子友の粒子は300～500浬位遠方にまで飛散し，直

接被害をもたらすことが推定されることなどがわかっ

た．被害の区域は対流圏から成層圏にいたる各暦の上麿

気流によってさらに．広範囲に拡大され，、予期されない

時期と予期されない場所に間接的な影響がもたらされる

ことも充分想像される．　　　　　・（中央気象台）

i』総 後蓑’記

　”天気”No．3をお届げします．編集が下馴れで，せ一

つかくの玉稿を途中で切って後に廻わしたり．掲載予定

のものを翌月号に廻わしたり致しましたことを，まずお

詫び致します．三号i雑誌という言葉がありますが，難誌

も三号までは何とかできるもの，これからあ≧を続けて

行くのがむずかしいとされているわげです．幸に”天

気”は予想以上の御後援により，予定の発行部数を確保

することができ原稿の集りも順調なことは感謝にたえま

せん．欲をいえば地方の方，気象台以外の方の玉稿をも

っと頂きたい．本号は報文欄を全部地方の方の玉稿で埋

めましたが，報文だげでなく，．地方気象界の浩息や表紙

口絵の写眞などもどしどしおよせ願いたい．ことに表紙

の写眞は直接気象に関係のないものでも，季節感のあふ

れているものであれば歓迎致します．雑誌はなるべくそ

の月の月始めにお手許に屈くようと努力して居ります．

本号も若干発行日を繰り上げることができましたが，今

後も御協力によりて発行日の繰り上げに努力したい≧存

じます．

　成瀬氏の好意で俊鵤丸帰るの写眞を表紙に掲げまし

た．観測員各位の御苦労が日焼けした顔ににじみ出てい

ます．観測の漢様や貴重な資料の結果については次号を

御期待下さい．

　　　　　　　　　　　　　（7月8日　日下部記）
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